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北海道における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認に伴う発生予

防対策の徹底について

このことについて、「北海道における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の

確認に伴う発生予防対策の徹底について」（平成 28 年 12 月 16 日付け 28 消安

第 4137 号）をもって、農林水産省消費・安全局長より別添のとおり通知があ

りました。

このたびの通知は、平成 28 年 11 月 30 日に新潟県、12 月 16 日に北海道に

おいて、高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特

定家畜伝染病防疫指針に基づき、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が確認

されたこと、また今シーズンは例年と比較して早期に国内の野鳥等から本病ウ

イルスが確認されており、今後、寒波の到来等により渡り鳥を含む野鳥が国内

を移動することが考えられることを踏まえ、引き続き家きん飼養者に対し、本

病に対する厳重な警戒を要請するとともに、発生予防対策の助言・指導の徹底

を依頼するものです。

つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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